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資料編 

１．市民意向既往調査の概要 

市民意向の状況を把握・整理するにあたり、既往調査の結果を選定し整理・考察を行った。

以下に選定した既往調査の結果のうち、市民意向調査については生活環境に対する満足度や

課題（不満）など、返還駐留軍用地については利用意向などに関する内容を記載する。 

（１）北谷町 
（１）－１ 地域別まちづくりアンケート 

表－１ 今後取り組むべき課題 

質問 回答内容

今後重点的に

取り組むべき

課題

西部地域

１位：既存の公園や空き地、あそび場等の活用・改善

２位：既存住宅地の住環境の向上・改善

３位：まちの安全性や防災対策

４位：歩行者や遊歩道整備等による歩行者ネットワークの整備

５位：商店街の形成・活性化

５位：地域のまちづくりを支えるコミュニティの育成

今後重点的に

取り組むべき

課題

南部地域

１位：まちの安全性や防災対策

２位：地域のまちづくりを支えるコミュニティの育成

２位：道路の安全性や渋滞の少ない道路網の形成

４位：町道等の生活道路の整備・改善

５位：既存住宅地の住環境の向上・改善

今後重点的に

取り組むべき

課題

北部地域

１位：町道等の生活道路の整備・改善

２位：既存の公園や空き地、あそび場等の活用・改善

３位：まちの安全性や防災対策

４位：バス等の公共交通の充実

５位：既存住宅地の住環境の向上・改善

今後重点的に

取り組むべき

課題

東部地域

１位：町道等の生活道路の整備・改善

２位：既存住宅地の住環境の向上・改善

３位：歩道や遊歩道整備等による歩行者ネットワークの整備

４位：まちの安全性や防災対策

５位：道路の安全性や渋滞の少ない道路網の形成

※資料に回答数などの記載なし

【調査対象】・地域住民 1,220人が対象（回収数 752 票、回収率 61.6％） 

・計画案作成のため、北谷町全体及び地域ごとの課題や将来像に関する意見

の収集

※都市計画マスタープラン策定にあたり、町民に対して「幅広く情報提供・意見収集を行

う機会」、「町民が議論を行える機会」として設けた５つの「機会」のひとつとして実施。

西部地域、南部地域、北部地域、東部地域の４地域別に実施された。
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（１）－２ 第五次北谷町総合計画・後期基本計画の策定に向けたまちづくりに関する町民ア

ンケート 

表－２ 生活環境について 

質問 回答内容 

北谷町は住み

やすい場所だ

と思います

か。 

１位：住みやすい（64.6％） 

２位：どちらかといえば住みやすい（27.1％） 

３位：どちらかといえば住みにくい（4.0％） 

「住みやす

い」「どちらか

といえばすみ

やすい」と回

答した理由 

（複数回答） 

１位：買い物等の日常生活の便が良い（52.7％） 

２位：自分の家や土地がある（24.3％） 

３位：家族や親戚が近くに住んでいる（23.6％） 

 

「どちらかと

いえば住みに

くい」「住みに

くい」と回答

した理由 

(複数回答) 

１位：交通の便が良くない、通勤・通学の便が良くない ８件(32.0%) 

２位：事故・災害時への不安が多い ７件（28.0％） 

３位：治安が良くない ６件（24.0％） 

 

 

【調査対象】町内在住の 18 歳以上の町民 2,000人を住民基本台帳より無作為に抽出 

【調査方法】郵送による配布・回収 

【調査期間】平成 28年７月１日～平成 28年７月 20日 

【回収状況】回収件数 482件（回収率 24.1％） 

有効回収件数 480件（有効回収率 24.0％） 
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北谷町の計画

づくりやまち

づくりの取組

みについて 

「第五次北谷町総合計画」におけるまちづくり施策の内容に対する満足度と

重要度についてのアンケート結果が下記のとおり分析されている。 

重要性が高く、また満足度が低い施策として、重点的に強化する必要がある

領域に属する施策として、「防犯・交通安全活動の推進」、「就業者等の支援」、

「居住環境の向上」等が該当した。特に、「基地問題への対応」においては、今

後の重要度が高い施策となっている。 
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（１）－３ 【キャンプ桑江南側地区】地権者意向調査 
（平成 19年度 北谷町 キャンプ桑江南地区 まちづくり勉強会（第五回）） 

表－３ 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

キャンプ桑江

が返還された

らどのように

利用したいか

１位：現時点ではわからない 43件（18.3％） 

２位：建物を自分で建て、収入を確保したい 39件（16.6％） 

３位：子・孫などの住宅用地として利用したい 37件（15.7％） 

４位：方法にはこだわらないが、地代収入を確保したい 35件（14.9％） 

【調査対象】キャンプ桑江南側地区の土地所有者（平成 19年 10月時点） 

【調査方法】郵送により配布し、同封返信用封筒による回収（郵送） 

【調査期間】平成 19年 12月末 回収：平成 20年２月中旬 

【回収状況】配布数：384件 回収数：151件 回収率：39.3％ 

【調査用紙】調査票と回答用紙を兼ねる様式による無記名方式（選択式）
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（１）－４ 【施設技術部地区内の倉庫地区の一部】平成 27年度地権者意向調査 

表－４ 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

土地が返還さ

れた場合、ど

のように利用

したいとお考

えですか？ 

（複数回答） 

１位：現時点ではわからない 38人（43.2％） 

２位：売りたい・売ってもよい 29人（33.0％） 

３位：土地を貸して地代収入を確保したい 20人（22.7％） 

４位：子・孫などの住宅用地として利用したい 13人（14.8％） 

 

 
 

 
  

【調査対象】キャンプ瑞慶覧（施設技術部地区内の倉庫地区の一部等）の地権者 

【調査期間】平成 27年 10月 29日発送 回収期限：平成 27年 11月 24日 

【回収状況】発送数：159件 回収数：88件 回収率：55.35％ 
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（１）－５ 【施設技術部地区内の倉庫地区の一部】平成 28年度都市的利用が想定される平
坦地部分の地権者意向調査 

表－５ 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容

・キャンプ瑞

慶覧（施設技

術部地区内の

倉庫地区の一

部等）地区に

は、どのよう

な「機能」が

必要（あった

らいいな）と

お 考 え で す

か。

・どのような

「機能」が必

要ない（あっ

たら困る）と

お 考 え で す

か。

（複数回答）

・必要とする機能は、公園（約３割）が最も多く、次いで居住、高齢福祉、子

育て（それぞれ約１割）となっている。

・不要とする機能は、娯楽サービス（約３割）が最も多く、次いで、宿泊（約

２割）となっている。

→賑わいや消費を促進するような利用よりも、癒しや人の定着を望む傾向にあ

ると考えられる。

・キャンプ瑞

慶覧（施設技

術部地区内の

倉庫地区の一

部等）地区に

現在お持ちの

土地を、返還

後どのように

利用したいと

お 考 え で す

か。

（複数回答）

・「自己利用」「賃貸」「売却」はほぼ同じくらい（それぞれ約２割）である。

・「分からない」が約３割と多い。

→地権者意向が一様でないため意向の集約化が必要と考えられる。また、多く

を占める「わからない」の方に対する提案や説明次第で今後意向が左右する

と考えられる。

【調査対象】キャンプ瑞慶覧（施設技術部地区内の倉庫地区の一部等）の内、都市的土地利

用が想定される平坦地部分の地権者 

【調査方法】郵送配布・郵送回収にて実施 

【調査期間】平成 28年 12月５日～平成 28年 12月 16日 

【回収状況】配布数：58通 回収数：29通 回収率：50.0％
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（２）宜野湾市 
（２）－１ 第三次宜野湾市総合計画に関する市民意識調査 

表－６ 生活環境について 

質問 回答内容 

あなたにとっ

て宜野湾市は

住みやすいで

すか 

１位：住みやすい 524件（45.4％） 

２位：どちらかといえば住みやすい 209件（39.9％） 

３位：どちらかといえば住みにくい 52件（9.9％） 

「どちらかと

いえば住みに

くい」「住みに

くい」と回答

した理由 

１位：生活環境がよくない 25件（35.7％） 

２位：自然環境がよくない 21件（30.0％） 

３位：交通の便がよくない 19件（27.1％） 

行動圏につい

て 

※ 回 答 率 は

「市内」と回

答したものの

数値を記載

市内の利用が多くみられるもの 

１位：日用品や食料品の買い物 （85.5％） 

２位：図書館の利用 （65.3％） 

３位：医療機関（病院・診療所） （56.9％） 

４位：飲食（外食） （52.5％） 

市外の利用が多くみられるもの 

１位：映画・演劇鑑賞 （3.2％） 

２位：スポーツ・レクリェーション （38.2％） 

３位：習い事やスポーツ教室 （39.1％） 

４位：衣類や靴などの買い物 （39.5％） 

表－７ 行政の取組みについて 

質問 回答内容 

今後５年間で

特に力を入れ

て取り組むべ

きこと 

１位：基地問題への対応 （40.6％） 

２位：子育て支援・子育て環境の充実 （40.1％） 

３位：高齢者介護・福祉の充実 （29.6％） 

３位：基地跡地利用の推進 （29.6％） 

【調査対象】市内在住の方々のうち、無作為で抽出した 20歳以上の方 

【調査方法】郵送により調査票を配布・回収。また市ホームページにて募集も行った。 

【調査期間】平成 27年７月 15日～平成 27年７月 27日 

【回収結果】調査数 3000人 

有効回答数 524票（有効回収率 17.5％） 

※ホームページでの回答は無し
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（２）－２ 【西普天間住宅地区】地権者アンケート調査 

表－８ 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

土地利用意

向について

（売却を考

えている

か） 

(複数回答) 

１位：売却することは考えていない 77件（32.1％） 

２位：既に売却した。または、既に土地買い取り申出の受付を行っている     

49件（20.4％） 

３位：来年（平成 30年３月）までに売却したい 39件（16.3％） 

※「来年（平成 30年３月）までに売却したい」「売却したいと考えているが、い

つ頃売却すればよいかきめられない」「売却を検討している」の回答を合計する

と 73件（30.5％）となる

自由意見 土地利用意向については、子供や孫の住宅を建てたいとする意見が多くみられ

た。 

【調査対象】地権者 

【調査期間】平成 29年２月 24～３月 10日 

【回収状況】配布数：517件 回収数：142件 回収率：27.4％
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（２）－３ 【インダストリアル・コリドー地区】地権者アンケート調査 

表－９ 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

コリドー地

区が返還さ

れたら、ど

のように利

用したいと

お考えです

か？ 

１位：現時点では、わからない（49％） 

２位：自身で、土地を利用したい（20.4％） 

３位：土地を貸して、地代収入を確保したい（19％） 

４位：土地を売りたい（11％） 

 

あなたが望

む地区の将

来像はどれ

ですか？ 

１位：どちらも備わった市街地（42%） 

２位：にぎわいのある商業地（28％） 

３位：落ち着きのある住宅地（22％） 

 

【調査対象】地権者 

【調査方法】郵送配布・郵送回収にて実施 

【調査期間】平成 29年 12月 25～平成 30年１月 19日 

【回収状況】配布数：326通 回収数：90件 回収率：27.6％ 

資料編-9



 資料編 

 
希望する地

区の中心と

なる施設 

(複数回答) 

１位：医療施設（35.6％） 

２位：商業・業務施設（32.2％） 

３位：公園施設（30.0％） 
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（２）－４ 【普天間飛行場】跡地利用計画（素案）策定に向けた地権者の意向把握 

表－10 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

普天間飛行

場跡地利用

のまちづく

りを考える

上で、最も

重要だと思

うことを、

次の中から

一つお答え

ください。 

１位：交通に便利なまちづくり（25.9％） 

２位：新たな沖縄振興につながるまちづくり（23.9％） 

３位：現存する水と緑を活かしたまちづくり（19.6％） 

 

 

あなたはお

持ちの軍用

地（普天間

飛行場）を

今後どのよ

うに使いた

いですか。

該当する土

地の使い方

の、土地活

用を行う面

積の割合に

ついて、○

をつけてお

答えくださ

い。 

（複数回答

可） 

１位：自分または家族の住宅、店舗として使いたい（49.2%） 

２位：わからない、または考えていない（44.7％） 

３位：地主が共同で企業等に土地を貸して収入を得たい（34.5％） 

 

 

 

  

【調査対象】普天間飛行場の全地権者（海外在住者などは除く） 

【調査方法】郵送による配布回収、及び郵送後のアンケート説明会にて会場内で回収 

【調査期間】平成 28年９月 30～平成 28年 12月 31日 

【回収状況】配布数：3,968通(内、市内 2,617) 回収数：1,204件(内、市内 728) 

回収率：27.6％(内、市内 27.8％) 
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（３）沖縄市 
（３）－１ 生活環境意識調査報告書 

表－11 生活環境について 

質問 回答内容 

買い物をする

場所（日用品） 

１位：近くのスーパー （67.1％） 

２位：市内の大型スーパー （12.8％） 

３位：近所の商店 （7.0％） 

４位：市外の大型スーパー （6.9％） 

買い物をする

場所(買回り

品) 

１位：市内の大型スーパー （32.1％） 

２位：市外の大型スーパー （26.6％） 

３位：近くの店舗 （13.8％） 

４位：市内の専門店 （10.8％） 

表－12 行政の取組みについて 

質問 回答内容 

特に力を入れ

るべき重点施

策 

(複数回答) 

１位：保健医療の充実 （31.4％） 

２位：商店街の活性化 （28.8％） 

３位：年金対策の充実 （24.2％） 

４位：障がい者・高齢者福祉の充実 （22.3％） 

５位：企業誘致等の雇用対策 （22.0％） 

 

  

【調査対象】平成 20年 11月１日現在の世帯数(51,739世帯)の約３％の世帯 

（標本数 1,500世帯 回収数 1,254 回収率 83.6%） 

【調査地域】沖縄市全域（37自治体） 

【調査方法】 自治会毎に男女別・年代別に配布。調査員による面接又は留置法 

【調査期間】 平成 20年 11月 20日～平成 21年１月 23日 
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（３）－２ 【ロウワー・プラザ住宅地区】キャンプ瑞慶覧返還地区等アンケート調査 

表－13 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

望ましい地

区の将来イ

メージ 

１位：どちらも備わった市街地（44.1％） 

２位：にぎわいのある商業地（23.5％） 

落ち着きのある住宅地（23.5％） 

 

望ましい主

要施設 

１位：商業施設（27％） 

２位：観光・集客施設（18％） 

３位：教育施設（17％） 

 

 

  

【調査対象】沖縄市及び北中城村のロウワー・プラザ住宅地区、サウスプラザ地区、高速

道路西側地区に土地を所有する地権者（共同所有者には個別に発送） 

【調査期間】平成 30年 12月２日～12月 14日 

【実施方法】調査対象者をリスト化し、郵送にて発送・回収 

【回収状況】発送総数：278通（沖縄市 175通・北中城村 103通） 

回収数：68通（沖縄市 46通・北中城村 22通） 

回収率：25％ 

※北中城村と共同で実施 
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（４）北中城村 
（４）－１ 健康長寿の都市づくりに向けた住民意向調査 

表－14 生活環境について 

質問 回答内容 

北中城村はあ

なたにとって

住みよいまち

だと思います

か。 

１位：住みよい （51.2％） 

２位：まぁ住みよい （34.0％） 

３位：どちらともいえない （10.2％） 

生鮮食料品や

日用雑貨品な

どの日用品に

ついて、主に

どこで買い物

をされていま

すか。 

１位：イオンモール沖縄ライカム （48.4％） 

２位：サンエーV21しまぶくろ食品館 （33.2％） 

３位：沖縄市内 （33.1％） 

４位：宜野湾市内 （28.1％） 

日 用 品 以 外

（家具、電化

製品など）に

ついて、主に

どこで買い物

をされていま

すか。 

１位：沖縄市内 （41.5％） 

２位：イオンモール沖縄ライカム （35.3％） 

３位：その他の居住地周辺の店舗 （24.0％） 

４位：北谷町内 （21.5％） 

表－15 行政の取組みについて 

質問 回答内容 

将来的な少子

高齢化・人口

減少も予想さ

れる中で、北

中城村が高齢

者や子育て世

代にとって暮

らしやすいま

ちであるため

に取り組むべ

き施策は何だ

と 思 い ま す

か。 

１位：歩いて生活できる居住環境（日常の買い物・医療・福祉など）の形成

（37.6％） 

２位：コミュニティバスの運行 （29.6％） 

３位：幼稚園･保育園の充実 （26.6％） 

４位：雇用の場の確保 （26.2％） 

５位：子育て世代向けの住宅地整備 （21.7％） 

 

  

【調査地域】北中城村全域 

【調査対象】北中城村在住の男女 3,000名 

【調査方法】郵送による配布・回収 

【調査期間】 平成 30年１月 29日～平成 30年２月 13日 

【回収状況】有効回答数：768票（25.6％） 
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質問 回答内容 

現在お住ま

いの地区の

生活環境に

ついてどの

ように感じ

て い ま す

か。 

現在お住まいの地区の生活環境に関しての満足度及び重要度について、重要改善項目と

しては、「交通安全対策」「自然災害に対する防災対策」「まちの防犯対策」「生活道路の整

備」が挙げられる。 
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（４）－２ 【ロウワー・プラザ住宅地区】キャンプ瑞慶覧返還地区等アンケート調査 

表－16 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

望ましい地

区の将来イ

メージ 

１位：にぎわいのある商業地（41.7％） 

２位：落ち着きのある住宅地（33.3％） 

３位：どちらも備わった市街地（16.7％） 

 

望ましい主

要施設 

１位：商業施設（26％） 

２位：観光・集客施設（26％） 

３位：公園施設（16％） 

 

 
  

【調査対象】沖縄市及び北中城村のロウワー・プラザ住宅地区、サウスプラザ地区、高速

道路西側地区に土地を所有する地権者（共同所有者には個別に発送） 

【調査期間】平成 30年 12月２日～12月 14日 

【実施方法】調査対象者をリスト化し、郵送にて発送・回収 

【回収状況】発送総数：278通（沖縄市 175通・北中城村 103通） 

回収数：68通（沖縄市 46通・北中城村 22通） 

回収率：25％ 

※沖縄市と共同で実施 
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（５）浦添市 
（５）－１ 第四次浦添市総合計画 後期計画策定に向けた「市民アンケート調査」 

表－17 行政の取組みについて 
質問 回答内容 

政策１ 
「希望と活力

にあふれた生

活創造都市」

の満足度・重

要度 

重要度が高く満足度の低い項目として「魅力ある新たな都市空間の創造」「安

全・快適で利便性の高い道路、交通体系の整備」「働きやすい労働環境の確保」

が挙げられている。 

 

政策４ 
「安全安心で

やすらぎにみ

ちた快適環境

都市」の満足

度・重要度 

重要度が高く、満足度の平均を下回った項目として「災害に強いまちづくり

の推進」「安全な日常生活が送れるまちづくりの推進」が挙げられている。 

 

 

  

【調査対象】20歳以上の市民 2,000名を無作為に抽出 

【調査方法】郵送による配布・回収 

【調査期間】平成 27年９月 18日～平成 27年 10月２日 

【回収状況】有効回収件数 521件（有効回収率 26.5％） 
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（５）－２ 【牧港補給地区】跡地利用に関する地主・市民意識調査 

表－18 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

活用すべき地

域資源 

地主 

１位：自然の海岸線、サンゴの干出浜などの自然資源 223件 

２位：海を見渡せるパノラマの風景 90件 

３位：遺跡、古墳群などの歴史的遺産 82件 

市民 

１位：自然の海岸線、サンゴの干出浜などの自然資源 219件 

２位：米軍が使っている施設 87件 

３位：遺跡、古墳群などの歴史的遺産 84件 

有利だと思う

立地条件 

地主 

１位：那覇空港に行きやすくなる 315件 

２位：那覇の中心部から近い距離にある 243件 

３位：人工ビーチやマリーナが隣接してできる 186件 

市民 

１位：那覇空港に行きやすくなる 298件 

２位：自然海岸が隣接している 244件 

３位：人工ビーチやマリーナが隣接してできる 179件 

望む将来イメ

ージ 

地主 

１位：海や緑の自然とふれ合える 271件 

２位：経済的に発展している 255件 

３位：生活に便利・機能的 238件 

市民 

１位：海や緑の自然とふれ合える 314件 

２位：生活に便利・機能的 207件 

３位：景観・街並みがきれい 156件 

期待する立地

施設 

地主 

１位：海に近い大規模な公園・緑地 244件 

２位：医療施設 200件 

３位：リゾート・観光施設 173件 

市民 

１位：海に近い大規模な公園・緑地 385件 

２位：医療施設 170件 

３位：健康増進・リラクゼーション施設 168件 

※地主と市民で別々に集計  

【調査対象】■地主 平成 21年 11月現在の浦添市軍用地等地主会の会員全員を対象 

■市民 平成 21年７月現在、浦添市に居住する 18歳以上の市民を対象 

【調査方法】郵送による配布・回収 

【調査期間】■地主 発送日 平成 21年 11月 26日 返信日 平成 21年 12月 14日 

■市民 発送日 平成 21年８月 27日  返信日 平成 21年９月 14日 

【回収状況】■地主 発送数 1,936件 回収数 570件 回収率 29.4% 

■市民 発送数 2,000件 回収数 524件 回収率 26.2% 
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（５）－３ 【牧港補給地区】先行取得に関する地権者アンケート 

表－19 返還駐留軍用地への期待 

質問 回答内容 

あなたは、土

地が返還され

たら、どのよ

うに利用した

いとお考えで

すか？ 

地主 

１位：現段階では、分からない 307件 

２位：子・孫などの住宅用地として利用したい 180件 

３位：土地を貸して、地代収入を確保したい 169件 

 

 

  

【調査対象】牧港補給地区の地権者 

【調査期間】平成 27年 12月 18日に配布（回収期限：平成 28年１月５日） 

【回収状況】配布数 2,354件 回収数 725件 回収率 30.8％% 
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（６）那覇市 
（６）－１ 平成 28年度（第 22回） 那覇市民意識調査報告書 

表－20 日常生活等に関する意識 

質問 回答内容 

地域の課題 １位：防犯活動 251件（16.0％） 

２位：地域の美化・清掃 204件（13.0％） 

３位：交通安全 185件（11.8％） 

議会報告会で

取り上げてほ

しいテーマ 

（複数回答） 

１位：子育て支援・教育問題 816件（19.2%） 

２位：医療や福祉問題 814件（19.1％） 

３位：防災・防犯など安全なまちづくり 437件（10.3％） 

４位：雇用・失業問題 430件（10.1％） 

 
  

【調査対象】那覇市に居住する満 20 歳以上の男女 5,000 人 

【調査地域】那覇市全域 

【標本数】 1,500人（回収率 30％）を目標とする 

【抽出方法】年齢等間隔抽出法（住民基本台帳による等間隔抽出による 

【調査手法】配布・回収共に郵送法による 

【調査期間】2016年９月１日～９月 30日（30日間） 
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（６）－２ 【那覇港湾施設】合意形成活動アンケート調査 

表－21 跡地利用に向けて 

質問 回答内容 

返還後の土地

利用について 

１位：まだわからない 207件（54.5％） 

２位：共同で利用したい 68件（17.9％） 

３位：自分で所有して貸す 20件（13.7％） 

那覇軍港の跡

地利用につい

て 

（自由記入） 

１位：安定・継続した収入の確保 10件 

２位：ウォーターフロントとしてのまちづくり 9件 

３位：跡地利用に関する説明と情報提供を希望 8件 

【調査対象】那覇市軍港地権者 988名 

【調査方法】郵送での配布・回収による無記名式アンケート 

【調査期間】平成 27年 12月３日(配布日)から 12月 28日(締切日)まで 

※締切日以降も返信分は集計

【回収状況】回収数 387通(回収率 39.2％) 
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